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立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.439 の里 新庄

■人口動態■
平成30年8月31日現在

（  ）内は先月比
男………446人(－1）
女………498人(±0）
計………944人(－1）
世帯数…390戸(＋1）
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＝
主
な
記
事
＝

　共
進
会
に
は
新
見
高
校
の
生
徒
も
参
加
し
、

た
く
さ
ん
の
優
れ
た
牛
に
触
れ
、
将
来
に
備
え

良
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
関
連
記
事
3
面
）

県下最多開催 !!県下最多開催 !!



　
任
期
満
了
に
伴
う
新
庄
村
長
選

挙
は
、
８
月
21
日
告
示
、
26
日
に

投
票
の
予
定
で
し
た
が
、
現
職
の

小
倉
博
俊
氏
以
外
に
立
候
補
が
な

く
無
投
票
で
し
た
。

　
六
期
目
の
任
期
は
、
平
成
30
年

９
月
８
日
か
ら
平
成
34
年
９
月
７

日
ま
で
で
す
。

　
　(

新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会)

　
８
月
３
日(

金)

に
新
庄
村
役
場

で
新
庄
村
地
方
創
生
推
進
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
村
内
５
名
の
方

に
加
え
、
美
作
県
民
局
、
中
国
銀

行
、
山
陽
新
聞
の
方
に
委
員
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、「
新
庄

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
実
施
し
た
事

業
実
績
に
つ
い
て
、
評
価
や
ご
意

見
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
・
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し

て
実
施
し
た
事
業
実
績
に
つ
い
て
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新
庄
村
長
選
挙
結
果

戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催

事
務
局
か
ら
説
明
を
行
い
、
そ
の

後
、
委
員
の
方
か
ら
今
後
の
事
業

実
施
に
つ
い
て
活
発
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
を
参
考
に
地
方
創
生
事
業
を
進

め
、
新
庄
村
の
活
力
が
さ
ら
に
高

ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　(

総
務
企
画
課
　
日
並)

　
8
月
10
日(

金)

に
、
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
人
の
冥
福
と
永
遠
の
平

和
を
祈
念
す
る
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、

普
陀
寺
山
の
忠
魂
碑
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
約
15
人
の
遺
族
会
会
員

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
忠
魂
碑
周

辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
村
長
・
議
長
・
教
育

長
を
来
賓
に
迎
え
慰
霊
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
年
々
慰
霊
祭
に
参
加
さ
れ
る
会

員
の
方
も
高
齢
に
な
っ
て
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
慰
霊
祭
が
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
機
会

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
法
花)

　
８
月
25
日
、
恒
例
の
真
庭
地
域

自
立
支
援
協
議
会
主
催
に
よ
る
森

林
セ
ラ
ピ
ー
交
流
会
が
田
浪
キ
ャ

ン
プ
場
及
び
ゆ
り
か
ご
の
小
径
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
村
内
及
び
真

庭
市
等
よ
り
総
勢
65
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
班
に
分
か
れ
て
森
林
ト
レ
ー

ナ
ー
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

新
庄
村

　地
方
創
生
推
進
委
員
会
開
催

「
癒
し
に
来
ら
れ
え
〜
新
庄

　森
と
親
し
も
う
森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　交
流
会
」
開
催
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の
ん
び
り
と
ゆ
り
か
ご
の
小
径
を

散
策
し
自
然
の
空
気
を
い
っ
ぱ
い

取
り
入
れ
ま
し
た
。
散
策
後
は
、

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
や
、
ミ
ニ
屋

台
、
竹
パ
ン
や
カ
レ
ー
を
食
べ

て
、
み
ん
な
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
普
段
の
生
活
と
は
違
う
自
然
の

中
で
の
活
動
に
皆
さ
ん
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
交

流
も
生
ま
れ
た
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
藤
井)

　
８
月
３
日(

金)

、
新
庄
村
肉
用

牛
改
良
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新

庄
村
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
和
牛
22
頭
の
出
品
が
あ
り
、
和

牛
の
体
格
や
姿
勢
の
良
さ
な
ど
を

審
査
し
、
成
長
ぶ
り
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
１
部(

去
勢
及
び
雄
牛)

　
優
等
首
席

　
新
竹
花
７
１
２
号

　
　
　
　
　
　
竹
本
康
紀
さ
ん

○
第
２
部(

雌
牛)

　
優
等
首
席

　
し
ん
は
る
み
３
号

　
　
　
　
　
　
稲
田
佳
子
さ
ん

○
第
３
部(

雌
成
牛)

　
優
等
首
席

　
し
ん
ふ
く
ふ
じ
号

　
　
　
　
　
　
稲
田
佳
子
さ
ん

　
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
、
第
３
部
優
等
首
席
の
し
ん

ふ
く
ふ
じ
号
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
出
品
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
者
及
び
ご
参
観
い
た
だ
い
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
植
木)

　
8
月
14
日(
火)

の
15
時
か
ら
19

時
に
か
け
て
、
夏
の
が
い
せ
ん
桜

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
101
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会
開
催

夏
の
が
い
せ
ん
桜
祭
り
開
催

　
こ
の
催
し
は
恒
例
の
花
火
大

会
、
盆
踊
り
大
会
に
向
け
て
村
民

の
皆
さ
ん
、
帰
省
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
が
楽
し
ん
で
交
流
を
で
き
る

場
を
つ
く
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
木

代
邸
大
広
間
で
、
岡
山
出
身
の
桂

小
鯛
さ
ん
と
弟
弟
子
の
桂
治
門
さ

ん
に
よ
る
納
涼
寄
席
を
開
催
し
ま

し
た
。
木
代
邸
の
特
別
な
雰
囲
気

の
中
で
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
見

事
な
話
芸
に
、
お
客
さ
ま
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
も
傾
い
て
き
た
17
時
か
ら
は

村
民
有
志
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

塚
田
隊
員
と
栃
澤
隊
員
に
よ
る
工

作
教
室
、
ま
た
お
楽
し
み
抽
選
会

を
実
施
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
を
つ

れ
た
家
族
連
れ
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
山
田)



　
第
１
次
産
業
の
活
性
化
を
目
指

し
、
農
業
の
活
性
化
施
策
を
検
討

す
る
新
庄
村
土
管
理
セ
ン
タ
ー
産

業
振
興
部
会(
通
称
：
新
庄
村
農
業

活
性
化
委
員
会)

を
９
月
３
日(

月)

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
に
農
業
活
性
化
委
員

会
か
ら
村
へ
提
出
さ
れ
た
提
言
を

具
体
化
し
、
今
後
の
農
業
発
展
の

先
導
的
役
割
を
果
た
す
た
め
「
販

売
力
強
化
・
儲
か
る
ヒ
メ
ノ
モ
チ

対
策
」「
担
い
手
育
成
対
策
」「
園
芸

振
興
対
策
」「
畜
産
振
興
対
策
」
の

４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

立
ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

は
提
言
の
諸
課
題
に
対
し
、
活
力

あ
る
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て

チ
ー
ム
毎
に
協
議
を
重
ね
、
年
度

末
に
は
活
性
化
委
員
会
に
対
し
最

終
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
協
力
い

た
だ
く
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り

で
す
。

「
販
売
力
強
化
・
儲
か
る
ヒ
メ
ノ

モ
チ
対
策
」

　
・
農
業
者
　
　
　
宍
戸
章
宏

　
・(

株)

メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
陽
哉

　
・
Ｊ
Ａ
真
庭
美
甘
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
和
也

　
・
活
性
化
委
員
　
石
藤
勝
美

　
・
活
性
化
委
員
　
清
川
秀
夫

「
担
い
手
育
成
対
策
」

　
・
農
作
業
受
託
会

　
　
　
　
　
　
　
　
清
川
昭
浩

　
・
農
業
者
　
　
　
清
川
博
義

　
・
活
性
化
委
員
　
森
谷
英
憲

　
・
活
性
化
委
員
　
渡
邉
精
一

　
・
活
性
化
委
員
　
山
口
成
義

「
園
芸
振
興
対
策
」

　
・
農
業
者
　
　
　
坂
本
賢
治

　
・
農
業
者
　
　
　
坂
本
茂
樹

　
・
農
業
者
　
　
　
清
川
裕
矢

　
・
農
業
者
　
　
　
鈴
木
一
成

　
・
活
性
化
委
員
　
高
村
與
則

「
畜
産
振
興
対
策
」

　
・
農
業
者
　
　
　
竹
本
英
利

　
・
農
業
者
　
　
　
深
井
英
俊

　
・
農
業
者
　
　
　
佐
藤
浩
士
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・
Ｊ
Ａ
真
庭
畜
産
課

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
強

　
・
活
性
化
委
員
　
園
山
重
充

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
竹
本)

　
新
庄
村
で
は
、
こ
の
夏
か
ら
新

た
に「
新
庄
村
ふ
る
さ
と
応
援
大

使
」の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
村
外
に
お
住
ま
い

の
新
庄
村
出
身
者
の
方
の
中
で
、

新
庄
村
の
P
　

R
に
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
方
を「
応
援
大
使
」と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
応

援
大
使
の
名
刺
を
50
枚
進
呈
す
る

と
と
も
に
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
チ
ラ
シ
を
定
期
的
に
配
送
し
、

P
　

R
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
認
定
の
条
件
は
、

①
村
出
身
者
で
あ
る

②
現
在
、
村
外
に
居
住
し
て
い
る

③
ひ
め
っ
子
の
S
　

N
　

S
を
フ
ォ
ロ
ー

　
し
て
い
る

　(F
a
c
e
b
o
o
k
,In
sta
g
ra
m
,

　
　
　
　T

w
itte
r

の
い
ず
れ
か)

と
な
り
ま
す
。

　
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
で
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
新
庄
村
の
W
　

e
　

b
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
山
田)

農
業
活
性
化
委
員
会

｢

新
庄
村
ふ
る
さ
と
応
援
大
使｣

　
　
　
　
　
　
　
　制
度
開
始



　
８
月
14
日(

火)

に
お
盆
恒
例
行

事
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
花
火
、
盆
踊

り
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
新
庄
川
河

川
公
園
及
び
深
井
宅
裏
山
採
草
地

の
二
カ
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た

花
火
は
、
澄
み
切
っ
た
夏
の
夜
空

に
ご
う
音
と
と
も
に
打
ち
上
が
り
、

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
花
火
大
会
終
了
と
同
時
に
、
新

着
し
た
浴
衣
に
袖
を
通
し
た
盆
踊

り
保
存
会
の
太
鼓
連
を
先
頭
に
、

口
説
き
に
合
わ
せ
て
二
年
ぶ
り
と

な
る
盆
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
東
、
て
ん
が
ら
こ
、
ま
ん
ま
、

小
大
寺
、
は
や
び
ぜ
ん
を
参
加
者

全
員
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
踊
る

姿
に
、
新
庄
村
の
夏
の
ひ
と
と
き

を
実
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
地
元

中
学
生
が
ふ
る
さ
と
新
庄
学
の
中

で
盆
踊
り
に
着
目
し
、
参
加
者
の

増
加
に
向
け
た
取
組
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
特
に
、
今
年
は
太
鼓
を

１
台
増
や
し
、
伝
統
の
継
承
と
盆

踊
り
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
中

学
生
自
ら
太
鼓
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
元
の
若
者
が
後
継
者
と

な
り
、
伝
統
行
事
を
大
切
に
受
け

継
い
で
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
催
に
向
け
練
習
等
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
盆
踊
り

保
存
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
者
の
方
々
に
対
し
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　(

公
民
館
　
山
田)

　
８
月
28
日(

火)

、
公
民
館
大
会

議
室
に
お
い
て
、
今
年
度
２
回
目

と
な
る
新
庄
村
総
合
教
育
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
高
校
生
の
就
学
支
援
及

び
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
に
つ

い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
就
学
支
援
金
等
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
本
村
に
お
い
て

も
奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
県
内
自
治
体
の
取
組
を
参

考
に
し
な
が
ら
課
題
の
整
理
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
基
礎
学
力

の
向
上
を
図
る
上
で
、
行
政
と
し

て
取
り
組
め
て
い
な
い
部
分
を
精

査
し
、「
沢
塾
」
や
「
キ
ュ
リ
オ
ス

ク
ー
ル
」
と
の
連
携
を
高
め
て
い

く
必
要
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

電
子
黒
板
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整

備
し
ま
し
た
。
先
生
と
生
徒
が
楽

し
い
と
思
え
る
授
業
を
目
指
し
、

引
き
続
き
環
境
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　(

教
育
委
員
会
　
山
田)

メ
ル
ヘ
ン
の
里

　
　
　
　
花
火
・
盆
踊
り
大
会

第
２
回

新
庄
村
総
合
教
育
会
議
を
開
催

広 報 新 庄 第439号平成30年9月20日発行（5）
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　「
交
通
ル
ー
ル
　
守
る
あ
な
た
に

あ
り
が
と
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
９
月

21
日(

金)

か
ら
30
日(

日)

ま
で
の
10

日
間
、
県
下
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま

す
。

　
運
動
の
重
点
目
標
は
、

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

　
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

　
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

　
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

　
止

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

⑥
横
断
歩
行
者
の
保
護

　
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
30
日(

日)

は
、「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で

す
。

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
す

べ
て
の
皆
さ
ん
で
、
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
ま
た
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
安
全
な
行
動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　(

総
務
企
画
課
　
日
並
）

　
献
体
と
は
、
生
前
ご
本
人
自
ら

が
希
望
の
上
、
家
族
や
親
戚
の
同

意
の
も
と
、
死
後
、
自
分
の
遺
体

を
医
学
生
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習

の
た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
で
す
。

　
解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を

知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
遺
体
を
寄
贈
す
る
こ

と
は「
よ
い
医
師
、
医
療
従
事
者
」

を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
岡
山
大
学
に
は「
と
も
し
び
会
」

と
い
う
協
力
団
体
が
あ
り
、
正
し

い
理
解
の
も
と
に
献
体
が
行
わ
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
医
学
・

歯
学
の
発
展
の
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
岡
山
大
学
医
学
部

内
「
と
も
し
び
会
」
ま
で
ど
う
ぞ

　
０
８
６―

２
３
５―

７
０
９
２

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

　
国
　
　
保
　
　
税
　
　（
4
期
）

　
介

護

保

険

料

　
（
4
期
）

　
後
期
高
齢
者
保
険
料
　（
3
期
）

　
　
　
納
期
限
　
10
月
1
日（
月
）

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

医
学
発
展
の
た
め

　
　
　
　献
体
に
ご
協
力
を

9
月
の
納
税

区 分
村 　 内

7月期

件 数

死 者

軽 傷

重 傷

0

0

0

0件

0人

0人

5

0

0

38件

1人

0 0人 5 40人

4人

本年の累計 7月期 本年の累計

真庭市内

事

故

7月期の交通事故・違反者発生状況

ら
知

せ

「
戸
籍
の
動
き
」へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

　
10
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
10
月
11
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　
10
月
25
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場

　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

  

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

　
＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま

　
　
し
た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に

　
　
②
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
30
年
8
月
受
付
分

年

　金

　相

　談
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里
親
の
家
庭
で
暮
ら
す
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
や
里
親
制
度
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
何
が
で

き
る
か
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

テ
ー
マ

「
地
域
で
子
ど
も
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
く
た
め
に
〜
今
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
〜
」

日
時
　
10
月
６
日(

土)

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
40
分

場
所
　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

　
　
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　(

津
山
市
大
田
９
２
０)

内
容
・
活
動
紹
介
：
美
作
大
学

　
　
　「
里
親
・
里
子
支
援

　
　
　
サ
ー
ク
ル
」

　
　
・
講
演
：
福
山
市
立
大
学
教

　
　
　
育
学
部
児
童
教
育
学
科

　
　
　
准
教
授
　
野
口
啓
示
氏

対
象
　
一
般
の
方
、
保
育
・
教
育

　
　
　
関
係
者
、
児
童
福
祉
関
係

　
　
　
者
、
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
等
の
地
域
で
児
童
福
祉
に

関
わ
る
関
係
者
等

問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
児
童
相
談
所

　
０
８
６‐

２
３
５‐

４
１
５
２

　
平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
、
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
全
国
の
約
３
７
０
万
の
世
帯

を
対
象
に
、
５
年
に
１
度
、
住

宅
・
土
地
に
関
す
る
事
項
を
調
べ

る
も
の
で
す
。

　
調
査
員
が
９
月
下
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
間
に
、
調
査
対
象
の
世
帯

に
調
査
表
の
配
布
と
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
回
答
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　(

総
務
企
画
課
　
山
本)

　
整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受

け
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
使

え
る
場
合
と
、
使
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
健
康
保
険
は
、
治
療

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
次

の
よ
う
に
国
民
健
康
保
険
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
負
傷
の
原
因
は
正
確
に
き
ち

ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
が
使
え
る
場
合

　
外
傷
性
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲

及
び
捻
挫
等
　

(

例)

日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に

転
ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を

ひ
ね
っ
た
り
し
て
、
急
に
痛
み
が

で
た
と
き

×
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
ヘ
ル
ニ
ア

な
ど
慢
性
的
な
病
気
、
脳
疾
患
の

後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
！

　
近
年
全
国
的
に
、
同
じ
症
状
で

何
カ
所
も
医
療
機
関
を
受
診
し
た

り
、
同
様
の
薬
を
複
数
の
病
院
で

受
け
取
っ
た
り
す
る
、
頻
回
受
診

や
重
複
投
薬
が
、
医
療
費
増
大
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
頻
回
受
診
や

重
複
投
薬
は
、
社
会
保
険
団
体
や

国
保
団
体
か
ら
の
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
病
院
で
湿
布
や
痛
み
止

め
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
同
じ
症
状
で
整
骨
院

や
接
骨
院
を
受
診
し
た
場
合
、
重

複
受
診
と
し
て
治
療
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
と

十
分
相
談
の
う
え
、
診
療
を
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
渡
辺)

平成30年9月20日発行（7）

里
親
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

　
　
　
　お
越
し
く
だ
さ
い

平
成
30
年
住
宅
・

　
　
　土
地
統
計
調
査
実
施

柔
道
整
復
師

　
　

(

整
骨
院
・
接
骨
院)

の

　
　
　
　
　
　
　か
か
り
方
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平
成
25
年
度
に
、
平
成
26
年
か

ら
35
年
度
ま
で
の
新
庄
村
健
康
づ

く
り
計
画
で
あ
る「
第
２
次
健
康

メ
ル
ヘ
ン
21
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
中
間
評
価
を
行

う
た
め
の
策
定
委
員
会
を
予
定
し

て
お
り
、
１
回
目
は
８
月
22
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
策
定
委
員
会
長

の
金
盛
歯
科
医
師
を
は
じ
め
、
８

名
の
委
員
と
真
庭
保
健
所
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　
前
回
の
25
年
度
に
と
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
①
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
方
の

う
ち
「
や
め
た
い
と
思
う
」「
思
っ

て
い
る
が
や
め
方
が
わ
か
ら
な
い
」

が
半
数
以
上
い
た
。

　
②
飲
酒
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

男
性
は「
毎
日
飲
む
」
方
が
一
番
多

い
。

　
③
乳
幼
児
の
保
護
者
の
う
ち
、
伝

統
食
や
行
事
食
を「
知
っ
て
い
る
が

作
っ
て
い
な
い
」「
知
ら
な
い
」を
選

ん
だ
人
が
６
割
い
た
。

　
④
高
血
圧
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
放
置
し
て
い
る
人
の
理

由
は「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
」
が

圧
倒
的
に
多
い
。

　
今
年
度
も
再
び
生
活
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
も
栄
養
委
員
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
９
月
頃
に

村
民
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

評
価
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　(
住
民
福
祉
課
　
竹
本)

　
10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が

新
し
い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
９
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を

国
保
加
入
者
が
お
ら
れ
る
世
帯
へ

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

誤
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
住

民
福
祉
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
国
保
の
加
入
者(

０
歳
〜
74
歳
ま

で
の
方
が
対
象
で
す)

・
自
営
業
の
方

・
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な

　
ど
を
や
め
た
方

・
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
い
な
い
方

・
３
ヶ
月
を
超
え
る
在
留
資
格
が

　
決
定
さ
れ
た
方
、
住
民
票
を
お

　
持
ち
の
外
国
人

※

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
保
険
証
を
住
民
福
祉

課
ま
で
返
却
し
、
資
格
喪
失
の
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
就
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
社
会

保
険
に
加
入
し
て
も
、
国
保
の
資

格
が
自
動
的
に
無
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
役
場
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
資
格
が
な
く
な
っ

た
後
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
た
場
合
、
新
庄
村
国

保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料(

税)

が
二
重
払
い

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
渡
辺)

健
康
メ
ル
ヘ
ン
21
計
画

　
　
　
　
　策
定
会
議
開
催

国
民
健
康
保
険
に

　
　加
入
し
て
い
る
皆
様
へ

酒
癖
は
よ
く
笑
ふ
こ
と
銀
杏
の
実

　
　
　
　
　
　湯
浅

　芳
郎

鰯
煮
る
勝
手
口
よ
り
姉
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　大
月

　幸
子

紫
の
朝
顔
一
輪
祈
り
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　金
盛

　啓
子

盂
蘭
盆
会
記
憶
の
く
ぼ
み
す
く
い
取
り

　
　
　
　田
中

　寛
一

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）
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「
防
災
体
験
教
室
」

　
８
月
10
日
に
小
学
生
を
対
象
に

防
災
体
験
教
室
を
行
い
、
18
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
お
母
さ
ん
が
す
す
め
る

健
康
支
援
事
業
は
平
成
15
年
に
県

の
委
託
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
県
事
業
は
平
成
20
年
度
末
で

終
了
し
ま
し
た
が
、
真
庭
地
域
で

は
活
動
の
重
要
性
か
ら
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

「
真
庭
版
地
域
で
す
す
め
る
健
康

支
援
事
業
」
と
名
称
が
変
わ
り
、

ま
た
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
庄
村
で
は
毎
年
、
愛
育
委

員
と
栄
養
委
員
の
両
会
長
で
何
を

す
る
か
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
七
夕
教
室
や
昔
遊
び

教
室
、
毛
無
山
で
自
然
体
験
教
室

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
近
年
災
害
も
多
い
こ
と

か
ら
自
衛
隊
に
協
力
し
て
い
た
だ

き「
防
災
体
験
教
室
」を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
愛
育
委
員
は
子
ど

も
達
と
土
の
う
作
り
を
栄
養
委
員

は
昼
食
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
か
ら
は
、
土
の
う
が
作
れ

て
よ
か
っ
た
や
自
衛
隊
の
仕
事
が

わ
か
っ
た
、
お
昼
ご
飯
が
美
味
し

か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。
ま
た
委

員
か
ら
も
良
い
時
期
に
防
災
に
向

け
て
子
ど
も
達
が
学
べ
る
場
が
で

き
、
将
来
の
夢
に
も
繋
が
る
よ
い

企
画
と
な
っ
た
と
、
良
い
感
想
が

出
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
夏
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て

お
り
、
来
年
も
愛
育
委
員
と
栄
養

委
員
で
協
力
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。
地
域
で
子
ど
も
達
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
大
塚)

お
元
気
で
す
か
？

入　札　日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月9日

平成30年8月28日

平成30年9月7日

平成30年9月7日

　　　　　事　　業　　名

ふれあいセンター診療所屋根改修工事

町裏駐車場整備工事

桜生育環境整備工事(第１工区)

桜生育環境整備工事(第２工区)

桜生育環境整備工事(第３工区)

桜生育環境整備工事(第４工区)

小規模土地改良工事

新庄村古民家改修ホテル工事

新庄村地域防災計画改定業務

村道田浪線改良工事

村道田井田中線修繕工事

　　　業　　者　　名

(株)三木工務店

(有)中山重機

(有)福田工業所

(有)福田工業所

(有)福田工業所

(有)福田工業所

(有)中山重機

田村工務店(株)

(株)エイト日本技術開発 中国支社

(有)中山重機

(株)三木工務店

落札価格(契約金額)

10,000千円

9,200千円

7,350千円

6,680千円

6,750千円

8,050千円

4,000千円

44,000千円

4,800千円

89,600千円

14,570千円

(10,800千円)

(9,936千円)

(7,938千円)

(7,214千円)

(7,290千円)

(8,694千円)

(4,320千円)

(47,520千円)

(5,184千円)

(96,768千円)

(15,735,600円)

工　　期

平成30年11月16日

平成30年11月30日

平成30年11月30日

平成30年11月30日

平成30年11月30日

平成30年11月30日

平成30年11月30日

平成30年12月25日

平成31年3月29日

平成31年3月22日

平成31年3月22日

工事等入札結果
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

小
物
づ
く
り
教
室

　10
月
の
予
定

16
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
（
花
苗
植
／
女
性
部
）

23
日
　
中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
　
　
ル
フ
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
（
ふ
れ
あ
い
公
園
）

29
日
　
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

　
　
　
修
会
　
　
　
（
津
山
市
）

30
日
　
美
作
地
区
高
齢
者
親
睦

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
咲
町
）

　
毎
年
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
夏
の

風
物
詩
「
そ
う
め
ん
流
し
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
緑
に
茂
っ
た
紅
葉
の
下
で
、

心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
行
な
っ

た
日
も
あ
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
つ
つ
、
流
れ
る
そ
う
め
ん
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
す
く
い
ま
し
た
。

　
「
わ
あ
、
た
く
さ
ん
と
れ
た
！
」

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6
‐
2
0
0
1

「
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
な
か
な
か
と
れ
ん

な
〜
」
「
昔
は
竹
を
切
っ
て
き
て
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
な
ぁ
」
な
ど
と
会
話
も

は
ず
み
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、
元
気

に
皆
さ
ん
と
そ
う
め
ん
流
し
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
悪
天
候
が
重
な
り
、
計
画
し
て
い
る

　
悪
天
候
が
重
な
り
、
計
画
し
て
い
る

老
連
事
業
が
滞
り
が
ち
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
で
き
る
限
り
実
施
で
き
る
よ
う

再
計
画
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　8
月
の
活
動
状
況

６
日
　
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス

　
　
　
ポ
ー
ツ
大
会
打
合
会

　
　
　
　
　
（
真
庭
市
／
３
名
）

７
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
（
草
取
り
／
女
性
部
6
名
）

21
日
　
小
物
づ
く
り
教
室

　
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／
12
名
）

　
当
初
７
月
10
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
悪
天
候
の
た
め
延
期
と
な
り
、
８

月
21
日
に
念
願
か
な
っ
て
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
美
咲
町
老
連
　
延
原
愛
子

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、〝
樽
締
め
〞

を
応
用
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
覚
え
て
し
ま
え
ば
簡
単

な
ん
で
す
が
、
納
得
い
く
ま
で
大
変
で

す
。
参
加
者
同
士
で
一
つ
ひ
と
つ
の
動

作
を
確
認
し
な
が
ら
、
作
り
上
げ
ま
し

た
。

　
併
せ
て
、｢
平
成
30
年
７
月
豪
雨｣

の

被
災
地
に
、
早
期
復
興
を
願
い
な
が
ら

〝
復
興
支
援
ス
ト
ラ
ッ
プ
〞
と
し
て
、

割
当
数
10
個
を
作
成
し
ま
し
た
。
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再生紙を使用しています

　夏休み登校日の８月３日
(金)４日(土)と24日(金)の３
日間、かねてから総合的な
学習の時間「ふるさと新庄
学」で準備を進めていた
「地域貢献活動」を、サー
ビス･ラーニング(学習を活

用して校外で貢献活動をする)という手法を用いて実
施しました。
　活動は縦割りの４班で、班ごとに取組を考え、提
案できる形にまとめていきました。　　　
　盆踊りを盛り上げる取組では、踊りを録画して
DVDを作りました。練習会にも参加し、本番ではこ
のメンバーの中からも太鼓を叩いて盆踊りを盛り上
げることができました。特産品紹介のパンフレット
作りでは、役場産業建設課の山田さんからアドバイ
ス受けてパンフレットを完成させ、道の駅に置いて
いただきました。新餃子(カラフル６色餃子)作りの
班は、新餃子の販売が困難な理由などを現場で学ぶ
ことができました。そこで今年は、道の駅で具体的
に商品開発と販売について実地体験をしました。地
域間交流推進の班は、スナッグゴルフ大会を実施し
ました。参加者が少なかったことや来てくださった
方への細やかな対応法など、
多くの課題が見つかりまし
た。
　班ごとにまとめを進め、
11月10日(土)の学習発表会
で活動の発表をします。
　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより 小学校だより小学校だより小学校だより
地域貢献活動

～ふるさと新庄のために～
　８月29日(水)に小中合同運動会オリエンテーショ
ンを実施しました。
　小中学生が一堂に会し、「これから、運動会の練習
を一緒にがんばって行こう。」「立派な運動会にしよ
う。」という気持ちを高める時間です。初めにチーム
ごとに円を作り自己紹介をしました。そしてチーム
のリーダーを決めます。さすが中学生です。堂々と
した姿で小学生のお手本となっていました。また、
各チームの色を決めたり入場行進中の紹介文を考え
たりする時も、小学生の意見を上手に吸い上げてい
ました。小学生もその場に合わせて楽しく意見を出
せていました。良いリーダーシップとフォロアー
シップでした。また運動会のスローガンは小学校の
児童会と中学校の生徒会が協力して作りました。
　小中学校の児童生徒が合同で取り組む活動は運動
会だけではなく、今後もたくさんあります。様々な
活動を通し、小中学生が共に成長していくようにし
ていきます。　　　　　　 　（新庄小学校　岡田）

運動会オリエンテーション

　８月５日(日)、蒜山高原スポーツ公園にて、第16回
蒜山サッカーフェスティバルが開催され、新庄村ジュ
ニアスポーツサッカークラブ員13名が参加しました。
　大会当日のグラウンドは大変な暑さとなり、厳しい
一日になりましたが、充分に水分補給をし、熱中症に
注意しながら試合に臨みました。
　新庄チームは、落合・木山ＳＳ、美川ＳＳとの２試
合を戦いましたが、決勝に進むことはできませんでし
た。
　試合には負けてしまいましたが、２試合目の美川Ｓ
Ｓ戦では２得点を挙げ、チームとして大きな収穫とな
りました。
　試合結果や内容はもちろんですが、あいさつや礼儀
など、子ども達が広い視野を持つきっかけになればと
感じています。
　暑い中、保護者の皆様には、送迎や応援を、指導者
の皆様には、熱心なご指導をいただき、ありがとうご
ざいました。
　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　多久間）

第16回蒜山サッカーフェスティバル
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盆踊り

地域間交流

ラーニング

サ ー ビ ス


